　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（講座No．09920）

開講期間 ：　２００９年５月８日～５月２９日、毎週金曜日、全４回
時　間　  :　１８時３０分～２０時００分　（９０分）

受講対象 ： 発達障害の療育に携わっている専門職の方

（医師、心理職、教師、保育士、保健師の方など）
定　員
：　４５名　（定員になり次第締め切りますので、ホームページ等でご確認ください）
受講料
：　８，０００円（税込）
主　催　　：　財団法人　明治安田こころの健康財団
　　　　　　　　（東京都豊島区、電話：０３－３９８６－７０２１）

共　催　　：　宮城県子ども総合センター

会　場
：　宮城県子ども総合センター　大ホール（３階）
仙台市青葉区本町１－４－３９ 　　電話：０２２－２２４－１５２６
交通手段：ＪＲ、地下鉄「仙台」駅より徒歩８分



【プログラム】
	日程（金曜日）
	テーマ
	講師（敬称略）

	５月　8日
	発達障害の理解と支援の全体像
	宮城県子ども総合センター　

所長　本間　博彰

	５月15日
	幼児期の発達障害と支援
	前　　掲　

所長　本間　博彰

	５月 22日
	発達障害の心理的評価
	立正大学心理学部
教授　中田　洋二郎

	５月 29日
	教育現場における対応
	大正大学人間学部
　　　教授　玉井　邦夫











発達障害の心理的特性と危機および支援について





発達障害は、今や子どもの発達や心の問題の中心的テーマとなったばかりでなく、保育や学校教育現場でも最もホットな問題となった。しかも幼児期から発達障害を背景にした問題行動を示す子どもの数も増え、幼児期から思春期そして成人期にわたって援助者が適切な知識や対応の技術をしっかり身につけなければならない重要なテーマとなっている。最近の数年間で発達障害の概略についての理解は進んだが、精神医学的問題行動の理解や親子関係と親への支援といったケアや治療などについては十分とは言えない状況にある。


この度の夜間講座では幼児期から思春期を主にして発達障害の精神医学的な問題の評価と支援、及び親の支援について包括的な理解を図ることとしたい。また、心理的な評価および教育現場での対応について学ぶこととする。


【企画講師：宮城県子ども総合センター所長　本間　博彰】








明治安田こころの健康財団【仙台夜間講座】





昨年度５年ぶりに仙台夜間講座を再開いたしました。大変好評で定員を上回る方からお申し込みをいただきました。今年度も引き続き実践的かつ最新の講座内容を組みました。発達障害の療育の現場に携わっていらっしゃる皆様のご参加をお待ち申し上げます。　　　　　　　（明治安田こころの健康財団）

















